
 
公民館まつり事業 

                                     公 民 館 

 
１． 目的 

公民館まつりは，公民館を利用する各団体が取得した技術の成果を発表する場として行うもの

で，市民相互の交流を通して文化交流を図ることを目的としている。 
 

 
２．内容 

平成２１年度より毎年秋に３館同時に開催している。公民館で活動している各団体及び市内の

幼稚園，保育所，小中学校の幼児・児童・生徒が，日頃の成果を展示・発表するものである。 
各館展示部門と発表部門に分かれており，市民芸能発表会は笠間公民館大ホールにて３館合同

で行っている。 
 

 
３．実施状況 

２１年度実績 
  期間：平成２１年１０月３１日～１１月４日（３館共通） 
  ○ 笠間公民館 
       展示部門  出品点数８７６点   自主サークル作品展，幼児作品展，いけばな展など 
       発表部門  発表者数６５８人   笠間市合唱祭，郷土芸能発表会，市民芸能発表会など 
       参観者数  ４，８９０人 
○ 友部公民館   

展示部門  出品点数１，１０９点   自主サークル作品展，学校関係作品展，菊展示など

発表部門  発表者数３９８人   友部地区芸能発表，高齢者芸能発表，太極拳演技など 
参観者数  ４，０００人 

  ○ 岩間公民館 
       展示部門  出品点数７７８点   自主サークル作品展，講座受講生作品展など 
       発表部門  発表者数１７４人   太極拳演技，フラダンス演技，合唱など 
       参観者数  ２，１４７人 

 
４．内部評価 

  地域文化の向上と文化活動を促進するために，現行どおり継続する。 
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５．外部評価委員会の意見 
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○事業の必要性は理解できるので継続はすべきであると思うが，限られた予算を有効に使うのに

は，さらに工夫が必要。 
 
○社会教育法に基づく事業で市民の芸術文化活動を促進する意味からも現行どおり継続が必要と

認められる。なお，公民館まつりの開催日を３公民館同日で運営されているが，地域間の交流やよ

り参加しやすいよう開催日をずらすのも一方策と思われる。 
 
○三館合同の芸能発表会の開催は，地域交流の場の提供という点からも良い事だと思います。同時

期開催にも意義があると思いますが，少しずつ時期をずらすことにより，展示物の交流などもでき

るのでは。友養の作品等は三地区回ってもよいように思います。（市民が望む方法とは，…難しい

事と思いますが。） 
 

 
６．外部評価に対する改善等の取り組み 

市民の芸術文化活動を促進するため現行どおり継続実施をしてまいります。 
開催時期については，同時開催（５日間）として 2 年間実施しておりますが，地域間の交流や

鑑賞者を考慮し，３公民館開催日については，実行委員会等で検討し多少調整し実施したいと考

えます。 
また，作品の巡回展示については，各館展示スペース等の問題もありますが，出品団体と調整

を図りながら検討してまいります。 
 

 


